
□誤りやすい仮名遣い 

 

１．「じ」と「ぢ」 

 

 「じ」 

 

 いえじゅう、家中。いちじく、無花果。いちじるしい、著しい。－じゅう、－中。 

 

 

 せかいじゅう、世界中。とんじゃく（とんちゃく）、頓着。よじゅう、よ中。 

 

 

 れんじゅう（れんちゅう）、連中。 

 

 

 じしん、地震。ふくじ、服地。せいじ、政治。たびじ、旅路。じ、痔。 

 

 

 

 「ぢ」 

 

 いれぢえ、入れ知恵、うわぢょうし、上調子。こぢんまり、こぢんまり。 

 

 

 さるぢえ、猿知恵。そえぢ、そえ乳。そこぢから、底力。ちかぢか、近々。 

 

 

 ちぢ、千々。ちぢこまる、縮こまる。ちぢまる、縮まる。ちちみ、縮み。 

 

 

 ちぢむ、縮む。ちゃのみぢゃわん、茶飲み茶碗。 

 

 

 おだわらぢょうちん、小田原提灯。ちりぢり、散り散り。てぢか、手近。 

 

 



 ばかぢから、馬鹿力。はしぢか、はし近。はなぢ、鼻血。ひぢりめん、緋縮緬。 

 

 

 

 まぢか、間近。もらいぢち、もらい乳。わるぢえ、悪知恵。 

 

 

 

２．「ず」と「づ」 

 

 「ず」 

 

 あいず、合図。あせみずく、汗みずく。いいなずけ、許嫁。いなずま、稲妻。 

 

 

 うでずく、腕ずく。うなずく、頷く。おとずれる、訪れる。おのずから、自ずから。 

 

 

 おもしろずくめ、面白ずくめ。かしずく、かしずく。かたず、固唾。 

 

 

 かねずく、金ずく。きずな、絆。きぬずくめ、絹ずくめ。ぐずつく、ぐずつく。 

 

 

 くろずくめ、黒ずくめ。くんずほぐれつ、くんずほぐれつ。 

 

 

 けっこうずくめ、結構ずくめ。さかずき、杯。さしずめ、さしずめ。 

 

 

 じんずうりき、神通力。ずが、図画。－ずから、－ずから。－ずく、－ずく。 

 

 

 －ずくめ、－ずくめ。ずじょう、頭上。－ずつ、－ずつ。ずぬける、ずぬける。 

 

 



 ちからずく、力ずく。つまずく、躓く。でずっぱり、出ずっぱり。 

 

 

 てなずける、手なずける。ときわず、常磐津。なかんずく、なかんずく。 

 

 

 

 

 なっとくずく、納得ずく。ぬかずく、額ずく。ひざまずく、跪く。 

 

 

 ひとりずつ、一人ずつ。ほおずき、ホオズキ。みずから、自ら。みみず、ミミズ。 

 

 

 みみずく、ミミズク。むずかしい、難しい。よくとくずく、欲得ずく。 

 

 

 

 「づ」 

 

 あいそづかし、あいそづかし。あいづち、相槌。あるきづめ、歩きづめ。 

 

 

 いいづらい、言いづらい。いきおいづく、勢い付く。いきづかい、息遣い。 

 

 

 いきづく、いきづく。いつづけ、居続け。いもづる、芋蔓。いろづく、色付く。 

 

 

 うわづつみ、上包み。うらづけ、裏付け。えんづく、縁付く。おおづかみ、大掴み。 

 

 

 おおづつ、大筒。おおづめ、大詰め。おかづり、陸釣り。おりづめ、折り詰め。 

 

 

 おりづる、折り鶴。かいしゃづとめ、会社勤め。かいづか、貝塚。かたづく、片付く。 



 

 

 かたづける、片付ける。かっきづく、活気付く。かなづかい、仮名遣い。 

 

 

 かなづち、金槌。かねづかい、金遣い。かねづつみ、金包み。かねづまり、金詰まり。 

 

 

 きづかれ、気疲れ。きづく、気付く。きづまり、気詰まり。きづよい、気強い。 

 

 

 

 きねづか、杵柄。きりづまづくり、切り妻造り。くちづけ、口づけ。 

 

 

 くちづたえ、口伝え。くちづて、口伝て。けづめ、け爪。こおりづめ、氷詰め。 

 

 

 こころづかい、心遣い。こころづくし、心尽くし。こころづけ、心付け。 

 

 

 こころづもり、心積もり。こづかい、小遣い。こづく、小突く。こづくり、小作り。 

 

 

 こつづみ、小鼓。こづつみ、小包。ことづける、言付ける。ことづて、言伝て。 

 

 

 ごぶづき、五分搗き。こまづかい、小間使い。さいづち、さい槌。しおづけ、塩漬け。 

 

 

 したつづみ、舌鼓。したづみ、下積み。じつづき、地続き。じづめ、字詰め。 

 

 

 じづら、字面。しゃちょうづき、社長付。すきやづくり、数寄屋造り。 

 

 



 すしづめ、寿司詰め。しんづまり、寸詰まり。そばづえ、側杖。 

 

 

 たくあんづけ、沢庵漬け。たけづつ、竹筒。たちづめ、立ち詰め。たづな、手綱。 

 

 

 たびづかれ、旅疲れ。ちかづく、近付く。ちからづく、力付く。 

 

 

 ちからづける、力付ける。ちからづよい、力強い。ちつづき、血続き。 

 

 

 ちゃづけ、茶漬け。ちゃづつ、茶筒。ちょうしづく、調子付く。ちょうづけ、丁付け。 

 

 

 

 ちょうづめ、腸詰め。ちんづき、ちん搗き。まつばづえ、松葉杖。ほおづえ、頬杖。 

 

 

 こころづくし、心尽くし。むしづくし、虫尽くし。つくづく、つくづく。 

 

 

 つづく、続く。つづまる、つづまる。つづみ、鼓。つづら、葛籠。つづる、綴る。 

 

 

 つづれおり、綴れ折り。つねづね、常々。つのづきあい、角突き合い。 

 

 

 てづまり、手詰まり。どんづまり、どん詰まり。ちからづよい、力強い。 

 

 

 つれづれ、つれづれ。てづかみ、手掴み。てづくり、手作り。てづめ、手詰め。 

 

 

 てづる、手蔓。どくづく、毒突く。どもづな、とも綱。ともづり、とも釣り。 

 



 

 なきづら、泣き面。なづける、名付ける。なべづる、鍋鉉。なまづめ、生爪。 

 

 

 ならづけ、奈良漬け。にいづま、新妻。にくづき、肉付き。にわづたい、庭伝い。 

 

 

 ぬかづけ、ぬか漬け。ねづく、根付く。ねづもり、値積もり。ねづよい、根強い。 

 

 

 のりづけ、糊付け。のりづめ、海苔詰め。はなづつ、はな筒。はなづな、はな綱。 

 

 

 はなづら、鼻面。はらつづみ、腹鼓。はらづもり、腹積もり。ばんづけ、番付。 

 

 

 ひきつづき、引き続き。ひきづな、引き綱。ひげづら、髭面。 

 

 

 

 ひざづめだんぱん、膝詰談判。ひだりづま、左褄。ひづけ、日付。 

 

 

 ひとづかい、人使い。ひとづきあい、人付き合い。ひとつづき、一続き。 

 

 

 ひとづて、人づて。ひとづま、人妻。ひよくづか、比翼塚。ふうふづれ、夫婦連れ。 

 

 

 ふかづめ、深爪。ふくれづら、ふくれ面。ぶっちょうづら、仏頂面。ふでづか、筆塚。 

 

 

 ふでづかい、筆遣い。ふでづつ、筆筒。ふなづみ、船積み。 

 

 

 ふろしきづつみ、風呂敷包み。ふんづける、踏ん付ける。ほおづえ、頬杖。 



 

 

 ほづな、帆綱。まちづくり、町造り。まつばづえ、松葉杖。みかづき、三日月。 

 

 

 みそづけ、味噌漬け。みづくろい、身繕い。みねづたい、峰伝い。 

 

 

 みねつづき、峰続き。みやづかえ、宮仕え。むしづくし、虫尽くし。 

 

 

 むだづかい、無駄遣い。もとづく、基づく。やくづき、役付き。 

 

 

 やねづたい、屋根伝い。やまづみ、山積み。ゆきづまり、行き詰まり。 

 

 

 よこづけ、横付け。よこづな、横綱。よづり、夜釣り。よみづらい、読みづらい。 

 

 

 りづめ、理詰め。わしづかみ、鷲掴み。わらづつみ、わら包み。わらづと、わらづと。 

 

 

 

３．「う」と「お」 

 

 「う」 

 

  あそびほうける、遊び呆ける。おうぎ、扇。おうむ、オウム。こうむる、被る。 

 

 

  ほうむる、葬る。ほうる、放る。ろうそく、蝋燭。 

 

 

 「お」 

 



  いきどおる、憤る。おおう、覆う。おおかみ、狼。おおせ、仰せ。おおむね、概ね。 

 

 

  おおやけ、公。おおよそ、おおよそ。こおろぎ、こおろぎ。とお、十。ほお、頬。 

 

 

  ほおずき、ホオズキ。ほのお、炎。もよおす、催す。 

 

 

 

４．「は」と「わ」 

 

 「は」 

 

  あるいは、あるいは。ついては、ついては。または、または。もしくは、もしくは。 

 

 

  いずれは、いずれは。いつかは、いつかは。おしむらくは、おしむらくは。 

 

 

  おそらくは、恐らくは。しばらくは、しばらくは。すこしは、少しは。 

 

 

  ねがわくは、願わくは。のぞむらくは、望むらくは。もとは、元は。 

 

 

 

 

  やがては、やがては。からは、からは。こそは、こそは。だけは、だけは。 

 

 

  では、では。とは、とは。こは、こは。のでは、のでは。までは、までは。 

 

 

  のは、のは。ものかは、ものかは。などは、などは。くらいは、くらいは。 

 



 

  ばかりは、ばかりは。ほどは、ほどは。よりは、よりは。 

 

 

  これはこれは、これはこれは。こんにちは、こんにちは。こんばんは、こんばんは。 

 

 

 

 「わ」 

 

  すわ、すわ。くるわくるわ、来るわ来るわ。でるわでるわ、出るわ出るわ。 

 

 

  あめはふるわかぜはふくわ、雨は降るわ風は吹くわ。いまわのきわ、今わの際。 
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